
地
域
密
着
、

身
近
な
話
題
を

体
験
取
材
！

ま
ち
か
ど

ま
ち
か
ど特派

員

特
派
員
だ
よ
り

大
石
地
区

平ひ
ら

井い

一か
ず

男お

さ
ん

…定員　 …対象　 …費用　 …当日、直接会場へ　 …申し込み

ア
ッ
ピ
ー

冬
の
自
然
探
検
！

　上
尾
の
冬
の
自
然
を
楽
し
も
う

と
、
早
朝
、
3
密
を
避
け
て
大
石

地
区
の
草
原
と
平
地
林
の
探
検
に

出
掛
け
た
。
荒
川
沿
い
の
上
尾

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
出
掛

け
、
寒
さ
で
し
お
れ
か
け
た
広
大

な
草
原
を
眺
め
た
。
秋
に
多
か
っ

た
イ
ナ
ゴ
は
産
卵
を
終
え
、
陽
だ

ま
り
で
静
か
に
暖
を
取
っ
て
い

た
。
荒
川
左
岸
の
灌か
ん

木ぼ
く

林ば
や
し

の
西
方

に
は
、
富
士
山
が
か
す
ん
で
い
る
。

冬
晴
の
富
士
山
は
イ
ン
ス
タ
映
え

す
る
。
望
遠
を
の
ぞ
く
と
斜
面
の

起
伏
が
あ
ら
わ
に
な
る
。
南
進
し
、

散
歩
の
拠
点
と
い
え
る
、
上
尾
丸

山
公
園
の
ア
ッ
ピ
ー
お
休
み
処
に

き
た
。
さ
ら
に
南
へ
向
か
う
と
荒

川
土
手
か
ら
富
士
山
が
大
き
く
見

え
る
。
途
中
、
竹
林
の
茂
み
を
超

え
、
開
平
橋
手
前
ま
で
眺
望
は
続

く
。
青
空
に
ト
ビ
が
数
羽
飛
び
回

る
、
鳥ち
ょ
う
か
ん瞰

で
草
原
の
獲
物
を
探
し

て
い
る
よ
う
だ
。
道
路
沿
い
に
は

枯
れ
か
か
っ
た
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ

チ
ソ
ウ
や
ジ
ョ
ン
ソ
ン
グ
ラ
ス
、

ス
ス
キ
に
秋
の
残
留
個
体
群
の
ト

ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
が
時
折
出
現
す
る
。

ア
ッ
ピ
ー
お
休
み
処
に
戻
り
、
上

尾
丸
山
公
園
の
西
側
の
平
地
林
を

北
上
し
た
。
途
中
の
サ
サ
や
ぶ
に

は
ウ
グ
イ
ス
が
地
鳴
き
、
さ
ら
に

ツ
グ
ミ
、
モ
ズ
に
出
会
っ
た
。

　次
い
で
、
豊
か
な
緑
地
と
避
暑

地
で
有
名
な
、
上
尾
市
藤
波
・
中

分
ふ
る
さ
と
の
緑
の
景
観
地(

昭

和
56
年
3
月
県
指
定)

を
目
指
し

た
。
こ
の
景
観
地
は
約
6.3
㌶
、
コ

ナ
ラ
や
ミ
ズ
キ
、
ク
ヌ
ギ
、
カ
シ

な
ど
が
繁
茂
し
森
林
浴
が
で
き
そ

う
だ
。
草
刈
り
保
全
な
ど
の
普
段

の
管
理
は
、｢

下
芝
・
緑
と
里
山

を
守
る
会｣

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
周
辺
の
空

き
地
に
は
多
様
な
植
物
が
植
栽
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
ボ
ー
ダ
ー
花
園

は
有
志
に
よ
り
保
全
さ
れ
、
チ
ョ

ウ
の
食
草
で
あ
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
や

ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク
サ
も
植
栽
さ
れ
、

陽
だ
ま
り
で
は
越
冬
中
の
キ
タ
テ

ハ
、
キ
タ
キ
チ
ョ
ウ
、
ル
リ
タ
テ

ハ
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　鳥
類
で
は
メ
ジ
ロ
や
ウ
グ
イ
ス
、

モ
ズ
、
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
が
生
息
、

冬
に
は
ツ
グ
ミ
や
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

な
ど
多
様
な
冬
鳥
や
ガ
ビ
チ
ョ
ウ

も
見
ら
れ
る
。
空
き
地
に
は
残
り
柿

を
入
れ
た
手
作
り
の
バ
ー
ド
フ
ィ
ー

ダ
ー
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
コ
ー

ス
は
半
日
ほ
ど
で
回
れ
る
の
で
、

ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
ほ
し
い
。

■NHKラジオ英会話を聞く会　12月～
令和4年2月の毎週㈪～㈭12:10、21:00、
谷津公民館　 月額500円　 前日まで
に　枻

かじ

川
かわ

090-9294-8192　 12
時10分と21時半。予習･聴取･復習の順に
行う。
■小説サークル・上尾開催　12月18日㈯
13:00～16:30、文化センター　 15人　
1,000円(学生無料)　 　山口 090-
7249-3155(20:00まで)　 小説の
書き方と自分史の書き方。夢が広がります。

●すずらんの会(筆ペン・ボールペン習
字)　毎月2回㈪10:00～12:00、原市公民
館　 月額2,000円　 本田 721-3445　

初心者対象です。年賀状練習、う
ちわ、カレンダー作成。
●アップル（卓球）　毎週㈭15:0 0～
17:00、市民体育館　 月額500円(入会金
1,000円)　 佐野 774-5538(18:00以降)　

初心者の人に素振りから始め卓
球を楽しめるように！

いきいきサークルおいでください

アッピーＮＥＴ掲載団体募集
　アッピーＮＥＴは市民の皆さんの交流の場として、
催しなどへの参加者募集｢おいでください｣と、各団体
のサークル会員募集｢いきいきサークル｣を掲載してい
ます。観客を増やしたい・会員数を増やしたい団体は
気軽に申し込んでください。申し込み方法など、詳し
くは市ホームページをご覧ください。

荒川沖に望む富士山

メジロと手作りバードフィーダー

下芝・緑と里山を守る会

越冬中のルリタテハ

広報広聴課　 775-4918・ 776-8873

●俳句 欅
けやき

会　毎月第3㈯13:00～17:00、
大石公民館　 月額1,000円　 金子
090-3545-9622　 初めての人大
歓迎。まずは見学にどうぞ!
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～いつまでも健康でいきいきと暮らせる上尾市へ～
～いつまでも健康でいきいきと暮らせる上尾市へ～

vol.3

｢

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
が
集
え
る
場
所｣

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
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ィ
セ
ン
タ
ー
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ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

リ
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ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

112212
1111
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Information in English、Informação em português、Información en español、 　(P.43)

号
月

『広報あげお』は、毎月1日に発行。戸別配布でお届けしています。配布のお問い合わせは、上尾市シルバー人材センター　　779-5525・　776-1074まで。

No.

令和３年

1052

2021 11
みんなでつくる 
みんなが輝くまち あげお

ア
ッ
ピ
ー

ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト

「クイズ アッピーを探そう！」（2ページ参照）で寄せられた
『広報あげお』への感想・意見を紹介します。今月は11月号です。

⇨広報広聴課　 775-4918・ 776-8873 ※内容は一部要約しています。

● 生まれ変わったコミュニティセンターをぜひ利用してみたい
と思います｡ (60代･男性)

● 新しくなるコミュニティセンターの様子が写真などで分かり
やすく、待ち遠しくなりました。プレオープンイベントも楽
しみです｡ (40代･男性)

特集　コミュニティセンター
リニューアルオープンあげおグルメ応援お食事券を発行

● コロナが落ち着いてきたところで、あげおグルメ応援
お食事券を購入してみようかなと思いました。ですが、
気は緩めないで対策します｡ (50代･女性)

● これを機にコロナ禍で遠ざかっていたお店に久しぶり
に行ってみようと思います｡ (30代･男性)

子どもから大人まで幅広い年代が
集えるリニューアルしたコミュニ
ティセンターをぜひお楽しみに。

～人・仲間～

引き換え購入時は十分な感
染防止対策をした上でお越
しください。ご協力お願い
します。

｢食｣を通じて伝統、文化、地域、人、想いを｢つなぐ｣
上尾の魅力発信のレシピ

『広報あげお』は、読者の皆さんの感想を参考にし、より良い誌面作り
を目指しています。これからも皆さんの感想をお寄せください。

｢

今
の
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
役
割
や
存

在
意
義
を
考
え
た
時
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
最

適
な
答
え
が
上
尾
で
し
た｣
。
そ
う
話
す
の
は

｢

上
尾
ご
は
ん｣

店
主
の
町
田
雄
一
郎
さ
ん
。
上

尾
に
店
を
構
え
る
以
前
、
町
田
さ
ん
は
2
年
間

フ
ラ
ン
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
修
行
し
た
の
ち
、

東
京
で
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
店
は
、
有
名
な
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
も
掲
載
さ
れ
忙
し
く
も
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
た
と
町
田
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。

　
町
田
さ
ん
に
転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
平
成
23

年
の
東
日
本
大
震
災
。
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
で
何

か
役
に
立
つ
こ
と
は
な
い
か
と
、
賛
同
し
て
く

れ
る
生
産
者
や
小
売
業
者
な
ど
、
仲
間
た
ち
の

想
い
を
つ
な
ぎ
被
災
地
に
向
か
い
ま
し
た
。
宮

城
県
南
三
陸
町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

現
地
の
人
と
協
力
し
て
食
材
を
調
達
し
、
限
ら

れ
た
材
料
で
も
、
何
と
か
炊
き
出
し
を
続
け
ま

し
た
。
炊
き
出
し
を
行
っ
て
い
る
町
田
さ
ん
た

ち
に
対
し
、
現
地
の
人
か
ら
お
礼
と
し
て
郷
土

料
理
を
ご
ち
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
食
を
通
じ
た
地
域
の
人
と
の
触
れ
合
い

や
、
宮
城
県
の
方
言
で｢

ぎ
り
す
べ｣

と
呼
ば
れ

る
義
理
を
立
て
る
文
化
を
目
の
当
た
り
に
し
た

町
田
さ
ん
は
、｢

地
方
に
行
っ
た
ら
自
分
が
求

め
て
い
た
日
本
が
あ
っ
た｣

と
感
じ
た
そ
う
で

す
。
以
後
、
群
馬
県
片
品
村
や
三
重
県
尾お

鷲わ
せ
市し

な
ど
各
地
の
町
お
こ
し
事
業
に
積
極
的
に
参
画

し
、
地
域
の
人
や
行
政
と
協
働
で
、
そ
の
地
域

の
伝
統
や
文
化
な
ど
の
魅
力
を
生
か
し
た
ご
当

地
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
を
行
い
、
地
方
の
魅

力
発
信
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
町
田
さ
ん
が
、
次
の
活
躍
の
場
と
し

て
選
ん
だ
の
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
上
尾
で
す
。

｢

上
尾
市
は
、
若
い
世
代
が
多
く
、
次
世
代
に

つ
な
ぐ
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
新
し
い
文
化
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
土
壌

が
あ
り
い
ろ
い
ろ
な
形
を
実
現
し
や
す
い
で

す｣
と
ま
ち
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。
自
分
自
身

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
上
尾
が
い
つ
の
日

か
帰
っ
て
き
た
い
・
訪
れ
て
み
た
い
と
い
う
場

所
に
な
る
よ
う
に
上
尾
の
魅
力
を
市
内
・
外
に

発
信
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
お
店
の
名
前
を

｢

上
尾
ご
は
ん｣

に
し
ま
し
た
。

　
町
田
さ
ん
は
魅
力
あ
る
上
尾
を
次
の
世
代
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
国
内
・
外
の
各
地
を

見
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
市
内
中
学
校
の
授

業
で
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
上
尾
の
魅
力
を
市
内
・
外
に

広
め
る
と
い
う
町
田
さ
ん
の
新
た
な
挑
戦
は
、

次
の
世
代
へ
向
け
て
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。

町ま
ち

田だ

雄ゆ
う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

（
市
内
在
住
）
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